
平成30年７月豪雨災害に対する活動報告
唐津市民講座
～もっと知りたい！唐津で受けられる最新のがん診療part2～

今年もバルーン会場で献血を実施します！
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佐賀県支部

さがの人たちにもっと伝えたい、

佐賀の赤十字。

公式Facebook更新中。

Autumn

ご愛読

ありがとうございます。

　毎週金曜日、佐賀県支部の年齢層がぐっと若くなる。　　

　県内に12ある奉仕団の中の一つ『佐賀県青年赤十字奉仕
団』。人道博愛の精神に基づき、明るく住みやすい社会を築き
上げていくことを目的に活動している。
　所属しているのは、高校卒業以上から26歳までの青年で、
すべての団員が高校生の時から青少年赤十字（ＪＲＣ）とし
て活動してきた生粋の「赤十字人」だ。

　「みんなの支えがあったから…。」と、林委員長の口から出
たのは団員への感謝の言葉だった。高校卒業と同時に、一度
は赤十字奉仕団の活動から離れた林委員長。彼を再び奉仕
団に引き込んだのは、かつてＪＲＣで一緒に活動した仲間
だった。あの時、青年赤十字奉仕団に加入していなければ、
委員長になることもなかった。すべての団員に目を配ることや
新入団員へのフォローなど、委員長を務めて学んだことは大
きな財産となっている。

　そんな林委員長を支えるのは、２人の副委員長だ。
　
　「人の前に立って指示するよりも、周りを見ながらサポート
する方が合っている。だから、誰よりも早く気づいて行動しな
くてはいけない」と語る中島副委員長。これまで、委員長に仕
事が集中して大変な姿を見てきたので、負担になる前に自ら
気づいて委員長を補佐できるような行動を心がけている。
　

　誰よりも青年赤十字奉仕団の活動に参加し、行動で団員
を引っ張る石丸副委員長。高校卒業後は、就職することを考
えていたが、JRCの活動で訪れたベトナムの孤児院で大きな
転機を迎える。辛い経験をしているはずの子どもたちが、暗い
顔をせずに明るく元気に過ごしている姿を見て、「子どもと接
する仕事がしたい」と、進学を決意。青年赤十字奉仕団の中
では、誰からも慕われる存在だ。

　年齢、性格、学生、社会人、これだけ違う団員たちが、うまく
活動できているのは、ＪＲＣで培った『気づき、考え、実行す
る』が身に付いているからだ。特に指示を出さなくても、みん
な進んで動いてくれる。彼らと行動を共にするとよく分かる。

　今後の活動について、中島副委員長は、「12ある赤十字奉
仕団の特性を活かしたイベントを企画したい」と展望を語っ
てくれた。企画を一緒にやることで、連携が生まれる。それが
有事の際、必ず役立つことになる。
　彼ら青年赤十字奉仕団の行動力が、12ある赤十字奉仕団
を巻き込んで活動を盛り上げ、佐賀県を明るく住みやすい社
会にしてくれることを期待せずにはいられない。

　赤十字の活動は、多くのボランティアの方によって支えられ
ています。
　老若男女問わず、ボランティア活動に興味のある方は、ぜ
ひ日本赤十字社佐賀県支部までお問い合わせください。

佐賀県

青年赤十字 奉仕団

“仲間がいるから集まれる場所”

左から中島さん、林さん、石丸さん
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派遣形態 派遣チーム数（人数：内訳） 活動場所 活動期間
医療救護班 広島県安芸郡坂町 7月19日～7月22日1班（8人：医師2人、看護師3人、事務系職員3人）

内　　容 送 達 数 送 達 先
毛布

バスタオル

救急セット

52枚

32枚

16セット

佐賀市、唐津市、鳥栖市、神埼市、基山町

同上

同上

受　　付　　額
日本赤十字社 受付（全国）

日本赤十字社佐賀県支部 受付

　平成30年6月28日から7月９日にかけて、台風第７号及び梅雨前線が停滞し、その豪雨により西日本を中心に広範囲
で大規模な災害が発生しました。
　佐賀県支部では、ただちに緊急の配備体制のもと、日赤本社と連携しながら、
救護班の派遣、救援物資の配布、義援金の受付など、被災者の救援活動にあた
りました。
　特に、7月19日（木）～7月22日（日）にかけて、当支部の医療救護班を広島県
安芸郡坂町に派遣し、救護活動を実施。
　また、佐賀県内の被災者には毛布などの救援物資や見舞金をお届けしました。

活動エリアを確認する医療救護班
（広島県支部災害対策本部）

土砂災害の被害を受けた車両
（広島県安芸郡坂町）

救護所で診療を行う医療救護班
（広島県安芸郡坂町）

基山町の被災状況

■ 被害状況（平成30年８月１日時点）
◎死者  220人  ◎行方不明者  9人  ◎負傷者  407人  ◎建物被害  47,255棟  
◎避難者  約23,000人（ピーク時）

■ 平成30年７月豪雨災害の特徴
1.長時間にわたる広域の豪雨がもたらした甚大な被害
　河川の氾濫による洪水や陸地内での増水による浸水をはじめ、地すべりや崖崩れなどの土砂災害が発生し、各地に甚大な被害をも  
　たらしました。

2.在宅避難
 　自宅の一階部分は被害を受けたものの二階部分は無事であったため、在宅避難されている方が多くいらっしゃいました。

3.復旧を妨げる記録的な猛暑
　過酷な猛暑により、熱中症で体調を崩される方が多く、避難生活や復旧作業に多くの困難が生じています。

■ 数字で見る日本赤十字社の活動（平成30年８月１日時点） ■ 被災地に届ける2つの支援 あなたの気持ちが、誰かを支える大きな支援につながります。

■ 日本赤十字社佐賀県支部の対応

■ 義援金受付状況

派遣した救護班
※日赤DMAT合計23班含む。

活動資金｜日本赤十字社の活動を通じて被災者を支えます

人員派遣

救援物資

支援活動をする
日本赤十字社を

応援

被災者への
直接的な支援

※そのほか、炊き出しなどのボランティア活動の支援、青少年への防災教育、救急法や幼児安全法の講習、途上国への開発支援などに使用されます

義 援  金｜全額を被災された皆さまにお届けします

あなた

あなた

被災者の皆さま

被災者の皆さま
被災した市町村の
配分委員会

被災した都道府県の
配分委員会

日赤の備え
●医療資機材や車両の購入、訓練
●救援物資の備蓄 ……など※

迅速な救護活動

87班

派遣した災害医療コーディネートチーム

19班

派遣したこころのケア班

20班
活動した赤十字ボランティア
（物資搬送、ボランティアセンター運営ほか）

208人

毛布配布数

10,000枚
緊急セット配布数

2,528セット

タオルケット配布数

275枚

安眠セット配布数

1,397セット

救護班の基本構成
 （医師１人、看護師３人、事務２人 計６人）

心からお見舞い

申し上げますとともに、

一刻も早い復興を

お祈りいたします

104億6,326万8,238円

2,581万2,387円

平成30年9月4日時点

平成30年9月18日時点
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佐賀県赤十字血液センター唐津赤十字病院

　2018佐賀インターナショナルバルーンフェスタの献血会場において、以下の日程で献血を実施

します。寒くなり始める10月下旬からは血液が不足する時期です。輸血を必要とする患者さんに安

定して血液をお届けするため、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

8点セット

▲

持出袋▲

給水バッグ3L▲

アルミシート1200×800mm▲

LEDライト

　５年以上前に献血されたことがあり、最近献血されていない

方はいませんか？

　久しぶりに献血しようかな？と思う方は「久しぶり献血！」に

当てはまりますよ！

　献血できたら…プレゼントもらえるよ( ^ω^ )

日　程

時　間

平成30年10月31日（水）、
11月1日（木）、2日（金）、3日（土）、4日（日）
8：30～12：00、13：30～16：00

唐津赤十字病院
がん医療推進センター長

　　   鮫島 隆一郎

唐津赤十字病院　呼吸器外科部長

小島 勝雄

「肺がんについて」

「膵がんについて」

13：40～14：20

14：20～15：00

15：15～15：55

（休 憩 15：00～15：15）

平成30年

11月11日（日）

唐津赤十字病院
佐野講堂

13：30～16：00（開場13：00）

開会挨拶　

司 会

唐津赤十字病院　第1外科副部長

神谷 尚彦

講 演 Ⅰ

13：30～13：40

閉会挨拶　 15：55～16：00

講 演 Ⅱ

「口腔がんについて」
唐津赤十字病院　歯科口腔外科部長

林田 淳之介

講 演 Ⅲ

がん検診推進コーナー（佐賀県健康増進課）、がん患
者・家族サロン紹介、がん地域連携パス紹介、佐賀県
赤十字事業紹介

日 時

会 場

平成30年度 地域がん診療連携拠点病院

第 9 回 唐津赤十字病院 市民公開講座

そ の 他
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入場
無料

事前申込
不要

主催／唐津赤十字病院
後援／佐賀県、唐津市、玄海町、一般社団法人唐津東松浦医師会、伊万里・有田地区医師会、一般社団法人唐津東松浦歯科医師会、伊万里・有田地区歯科医師会、唐津東松浦薬剤師会、
　　　佐賀県病院薬剤師会、佐賀大学医学部附属病院、地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館、国立病院機構嬉野医療センター、ＮＰＯ法人クレブスサポート、ＮＢＣラジオ佐賀、
　　　佐賀新聞社、エフエム佐賀、ＮＨＫ佐賀放送局、サガテレビ、ぴ～ぷる放送、ＦＭからつ86.8ＭＨｚ

も
っ
と
知
り
た
い！

昨年度のバルーン大会での献血受付の様子

▲

マスク▲

グローブ▲

ウェットティッシュ▲

チェックリスト

肩掛けひもで持ち出し
や
す
い

佐賀県赤十字血液センター 献血推進課
☎ 0952-32-1011（代表）問い合せ先
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講 演 Ⅱ

「口腔がんについて」
唐津赤十字病院　歯科口腔外科部長

林田 淳之介

講 演 Ⅲ

がん検診推進コーナー（佐賀県健康増進課）、がん患
者・家族サロン紹介、がん地域連携パス紹介、佐賀県
赤十字事業紹介

日 時

会 場

平成30年度 地域がん診療連携拠点病院

第 9 回 唐津赤十字病院 市民公開講座
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入場
無料

事前申込
不要

主催／唐津赤十字病院
後援／佐賀県、唐津市、玄海町、一般社団法人唐津東松浦医師会、伊万里・有田地区医師会、一般社団法人唐津東松浦歯科医師会、伊万里・有田地区歯科医師会、唐津東松浦薬剤師会、
　　　佐賀県病院薬剤師会、佐賀大学医学部附属病院、地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館、国立病院機構嬉野医療センター、ＮＰＯ法人クレブスサポート、ＮＢＣラジオ佐賀、
　　　佐賀新聞社、エフエム佐賀、ＮＨＫ佐賀放送局、サガテレビ、ぴ～ぷる放送、ＦＭからつ86.8ＭＨｚ

も
っ
と
知
り
た
い！

昨年度のバルーン大会での献血受付の様子

▲

マスク▲

グローブ▲

ウェットティッシュ▲

チェックリスト

肩掛けひもで持ち出し
や
す
い

佐賀県赤十字血液センター 献血推進課
☎ 0952-32-1011（代表）問い合せ先
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今年で70回目！
リーダーシップ・トレセン開催！
■2泊3日の集団宿泊体験で学校や地域のリーダーを養成

　通称「トレセン」は、青少年赤十字リーダ－シップ・トレーニング・センターの略

で、児童・生徒が集団宿泊体験を通して、青少年赤十字の態度目標である「気づ

き、考え、実行する」姿勢を身につけ、学校や地域におけるリーダーを育成するこ

とを目的に開催。小学生43人、中学生86人、高校生24人の参加がありました。

　九州各県支部が毎年合同で実施している平成30年度の青少年赤十字海外派

遣事業は、高校生メンバーと指導者等総勢29名（佐賀県高校メンバー2名・指導

者1名）が、8月17日から23日までの日程でベトナム社会主義共和国を訪問。

　マングローブ植林など日赤が支援する防災事業を体験するとともに、現地の

JRCメンバーとの交流や日系企業を視察しました。

8月

2（木）～10（金）

17（金）～23（木）

8月

佐賀県代表のJRC高校生
メンバーと指導者がベトナム訪問！
■災害対策事業の視察や現地赤十字メンバーと交流

献血ふれあいフェスタ
～献血功労者表彰式～
■県内の高校生に「１日所長」を委嘱しました

平成30年度
“第1回支部評議員会”を開催！

　評議員会は支部の最高議決機関です。支部及び唐津赤十字病院の事業報告

と収支決算のほか、佐賀県赤十字血液センターの事業報告について説明が

ありました。

■H29年度事業報告と収支決算が承認されました

　日頃より献血にご協力をいただいている皆さまへ感謝の気持ちを込めて、

ゆめタウン佐賀において「献血ふれあいフェスタ」を開催しました。

6月
7（木）

22（日）
7月

June

献血者の皆様へ感謝！
6月14日は世界献血者デー

　佐賀県赤十字血液センターでは、2018年6月13～15日に「献血プラザさ

が」や「移動採血バス」において献血にご協力いただいた皆さまに、今年の世

界献血者デーホスト国であるギリシャに因んだ記念品（オリーブオイルの石

鹸）をプレゼントしました！6月14日はABO式血液型を発見し、ノーベル賞を

受賞したカール・ラントシュタイナーの誕生日という特別な意味があります。

6月
13（水）～15（金）

60回目のしあわせの便りが届きました

　今年も全日空様より「すずらん」の鉢植えと切り花、すずらんの香りがする

しおりの贈呈が行われました。

　これはすずらんの花言葉である「しあわせ」が永く続くという願いをこめて

行われ、当院では昭和34年に始まり、今年で60回目となります。贈呈式後、病

棟の患者さんにしおりと切り花を手渡され、院内中に笑顔が広がりました。

■すずらん寄贈

5月
31（木）

May

August

July

◆厚生労働大臣表彰状

　佐賀県農業協同組合 白石地区 【白石町】

◆厚生労働大臣感謝状

　三養基ライオンズクラブ 【みやき町】　佐賀中央ライオンズクラブ 【佐賀市】

　佐賀西ライオンズクラブ 【佐賀市】

◆佐賀県知事感謝状

　一般社団法人 杵島建設業協会 【武雄市】　

　ジョイソン・セイフティ・システムズ・九州株式会社 【多久市】

◆日本赤十字社金色有功章【活動20年以上】

　久光製薬株式会社 九州本社 【鳥栖市】　武雄ライオンズクラブ 【武雄市】

　ニシ厶電子工業株式会社 佐賀工場 【吉野ヶ里町】　

　宮島醬油株式会社 【唐津市】　多久ライオンズクラブ 【多久市】

◆日本赤十字社銀色有功章【活動15年以上】

　西有田ライオンズクラブ 【有田町】　武雄中央ライオンズクラブ 【武雄市】

　佐賀ライオンズクラブ 【佐賀市】　神埼ライオンズクラブ 【神埼市】

　住友生命保険相互会社 佐賀支社 【佐賀市】

　明治安田生命保険相互会社 佐賀支社 【佐賀市】

◆日本赤十字社佐賀県支部長感謝状【活動10年以上】

　学校法人九州アカデミー学園 【鳥栖市】

　武雄御船ライオンズクラブ 【武雄市】

　有限会社武雄ボウリングセンター 【武雄市】　

　九州セキスイハイム工業株式会社 【鳥栖市】　

　アクサ生命保険株式会社 佐賀支社 【佐賀市】　

　朝日生命保険相互会社 西九州支社 【佐賀市】　

　アフラック生命保険株式会社 佐賀支社 【佐賀市】　

　佐賀県立総合看護学院 【佐賀市】

◆日本赤十字社佐賀県支部長感謝状

　【活動5年以上】

　株式会社 政工務店 【小城市】

　一般社団法人 生命保険協会

　佐賀県協会 【佐賀市】

　損保ジャパン日本興亜ひまわり生命

　保険株式会社　佐賀営業支社 【佐賀市】

（敬称略、順不同）
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唐津市民講座
～もっと知りたい！唐津で受けられる最新のがん診療part2～

今年もバルーン会場で献血を実施します！

被災地広島へ向かう日赤佐賀県支部救護班員
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さがの人たちにもっと伝えたい、

佐賀の赤十字。

公式Facebook更新中。

Autumn

ご愛読

ありがとうございます。

　毎週金曜日、佐賀県支部の年齢層がぐっと若くなる。　　

　県内に12ある奉仕団の中の一つ『佐賀県青年赤十字奉仕
団』。人道博愛の精神に基づき、明るく住みやすい社会を築き
上げていくことを目的に活動している。
　所属しているのは、高校卒業以上から26歳までの青年で、
すべての団員が高校生の時から青少年赤十字（ＪＲＣ）とし
て活動してきた生粋の「赤十字人」だ。

　「みんなの支えがあったから…。」と、林委員長の口から出
たのは団員への感謝の言葉だった。高校卒業と同時に、一度
は赤十字奉仕団の活動から離れた林委員長。彼を再び奉仕
団に引き込んだのは、かつてＪＲＣで一緒に活動した仲間
だった。あの時、青年赤十字奉仕団に加入していなければ、
委員長になることもなかった。すべての団員に目を配ることや
新入団員へのフォローなど、委員長を務めて学んだことは大
きな財産となっている。

　そんな林委員長を支えるのは、２人の副委員長だ。
　
　「人の前に立って指示するよりも、周りを見ながらサポート
する方が合っている。だから、誰よりも早く気づいて行動しな
くてはいけない」と語る中島副委員長。これまで、委員長に仕
事が集中して大変な姿を見てきたので、負担になる前に自ら
気づいて委員長を補佐できるような行動を心がけている。
　

　誰よりも青年赤十字奉仕団の活動に参加し、行動で団員
を引っ張る石丸副委員長。高校卒業後は、就職することを考
えていたが、JRCの活動で訪れたベトナムの孤児院で大きな
転機を迎える。辛い経験をしているはずの子どもたちが、暗い
顔をせずに明るく元気に過ごしている姿を見て、「子どもと接
する仕事がしたい」と、進学を決意。青年赤十字奉仕団の中
では、誰からも慕われる存在だ。

　年齢、性格、学生、社会人、これだけ違う団員たちが、うまく
活動できているのは、ＪＲＣで培った『気づき、考え、実行す
る』が身に付いているからだ。特に指示を出さなくても、みん
な進んで動いてくれる。彼らと行動を共にするとよく分かる。

　今後の活動について、中島副委員長は、「12ある赤十字奉
仕団の特性を活かしたイベントを企画したい」と展望を語っ
てくれた。企画を一緒にやることで、連携が生まれる。それが
有事の際、必ず役立つことになる。
　彼ら青年赤十字奉仕団の行動力が、12ある赤十字奉仕団
を巻き込んで活動を盛り上げ、佐賀県を明るく住みやすい社
会にしてくれることを期待せずにはいられない。

　赤十字の活動は、多くのボランティアの方によって支えられ
ています。
　老若男女問わず、ボランティア活動に興味のある方は、ぜ
ひ日本赤十字社佐賀県支部までお問い合わせください。

佐賀県

青年赤十字 奉仕団

“仲間がいるから集まれる場所”

左から中島さん、林さん、石丸さん

Vol.2
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